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連載・今月の一枚
第66回： 連携事業再び

 天文教室
ペルセウス座流星群

今年の夏は暑い日が多かったですね。９月は、涼しげな秋の虫の声をBGMに星空観察はいかがですか？

　和歌山大学との防災関係の共同研
究の検討をきっかけに、昨年度の美
里町文化祭では、”ハイテクもロー
テクも　切り捨てられそうな地方
流？の自主的救済支援”などと発表
したりしていましたので、「どこか
で見かけたな」と思われた方もおら
れるかもしれません。昨年度の12
月から具体的検討を開始して、地域
科学館連携支援事業（※）に申請し
ていたところ、４～５月の審査や準
備を経て採択され、ついに動き出し
ました。
（※３年前、高校生達と山野をかけ
めぐって岩出からの長距離無線ＬＡ
Ｎを成功させた”光と風と僕たちが
はこぶ、田舎のブロードバンド”
や、５年前のオーロラ中継を含む”
みる・きく・さわる　デジタル技
術”もこの事業です。）
　全国的にも世界的にも大災害が報
じられる今日、地震も津波も大火災

もすべて科学的なメカニズムの解明
が進んでいます。技術については言
うまでもなく日進月歩です。せっか
く人類が手にした科学技術を、なん
とか防災に活かせないものか？とい
うのが根本の願いです。
　ハイテクなところは、無線ＬＡＮ

技術をさらに発展させ、アドホック
というモードを用いたり、ヘリコプ
ターに積んで、臨時の中継地点を空
に設けるなど、これまでにない技術
を用いる部分です。しかし、せっか
く準備したハイテク装置も、日頃
使っていなければいざというときも

使えないだろうし、また停電するだ
けでも意味が無くなってしまうこと
が心配されます。そこで、ローテク
側が登場します。紀美野町内に多数
あ り、お年寄りの方でも使われる草
刈り機や動力噴霧器に発電機を取り
付けたり、毎日の学校放送などにも
パソコンを使った通信を行ったりし
て、日常の技能が非常時にもそのま
ま活かせることを狙います。今年は
町内の小中高校６校（程度）との連
携活動を予定しています。
　この企画は、防災業務として行う
ものではなく、あくまで科学技術の
理解振興という目的で行います。で
も、科学や技術の知識は災害や防災
に不可欠ですし、将来的な防災活動
にも役立つことを願っています。内
容が天文台だけでは大きすぎますの
で、紀美野町の教育委員会をはじめ
防災課や総務課にもご協力をいただ
き、プロジェクトチームとして事業
を成功させるため頑張りたいと思っ
ています。　　　　　（豊増 伸治）

左上：アドホック無線LANをヘ
リに積んで様々な地点と交信
左：例えば、草刈り機に発電機
を取り付けて、停電対策
上：アドホック無線LANに使う
アンテナを実験中

　恒例の「ペルセウス座流星群観望
会」が実施されました。今年は８月
の天文教室として２部にわけて行わ
れました。
　第１部は特別観望会で８月12日
の午後10時より翌朝13日午前４時
までみさと天文台の空の庭で行われ
ました。今年のペルセウス座流星群
は午後９時過ぎに満月を過ぎた大き
な月が昇ってくるとあって条件はあ
まり良くありませんでした。しかし
観望会開始時刻の午後10時には20

行いました。また月の館内のスク
リーンとプロジェクターを使って流
星の電波観測について解説しまし
た。電波観測は福井県鯖江市から送
られてくる電波を利用して、流れ星
が流れると「フォーン」という音が
聞こえます。のべ70名ほどの参加者
があり、ほとんどの方が雲間から数
個の流れ星を見ることができたよう
です。15名ほどの方々が最後まで
残っていただきました。明るい月、
曇り空という悪条件でしたが、みな
さん満足して帰られました。　
　第２部は翌日に「入門編電波な人
になろう」と題して流星電波観測の
基礎について豊増研究員から講演が

ありました。電波観測の基本的な
話や、実際の流れ星の映像を見た
り、また庭にある各種アンテナの
紹介もありました。参加者も多く
30名ほどになりました。予想以上
の参加者で豊増研究員の解説も流
れ星全般から電波観測まで幅ひろ
く盛りだくさんの内容でした 。
　　　　　　　　　　（佐古 勉）

人ほどの参加者がありました。天
気は晴れたり曇ったりでしたが、
空の庭に敷いたレジャーシートに
寝転がったり、座って見上げたり
と思い思いの姿勢で流れ星を見ま
した。流れ星を待っている間や
曇って見れない間は質問を受け付
け、その場で答えるということを

（左下） シートに寝転んで観測する
　　参加者
（下）月の館のスクリーンで流れ星
　　について解説
（右上）流星電波観測装置
（右中央）外で各種アンテナの説明
　　を聞くたくさんの参加者
（右下）解説する豊増研究員



連載　美里から宇宙へ

みさと天文台通信

　105cm望遠鏡は以下の時間に自由
見学できます。ただし、星は覗けま
せん。
　見学時間：午後１時～午後５時

９月のイベント

昼間の施設見学について

９月の観望会の予定

編集後記

休館日：月曜日・火曜日
　９月は４日(月)、５日(火)、11日
(月)、12日(火)、19日(火)、20日
(水)、25日(月)、26日(火)が休館日
になります。

９月の休館日

　観望会の内容や形態は当日の天
候、参加者数などで臨機応変に変わ
ります。詳細は当日のご案内になる
ことをあらかじめご了承下さい。

観望可能日観望可能日観望可能日観望可能日観望可能日
毎週木・金・土・日、祝日の晴れた夜

開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻開始時刻
木、日、祝　１回開催
　　　　　　７時30分から
金、土　　　２回開催
　　　　　　７時30分、８時30分
受付（チケット販売）は各開始時刻
の15分前から行っています。途中参
加はなるべく御遠慮ください。
　９月は、１日(金)、２日(土)、８
日(金)、９日(土)、15日(金)、16日
(土)、17日(日)、22日(金)、23日
(土)、29日(金)、30日(土)に観望会
を２回行う予定です。

　天文教室は基本的にいずれも参参参参参

加無料加無料加無料加無料加無料ですが、場合によって、実費
が必要となります。また、会場・材
料の都合から事前予約が必要な場
合もあります。詳細のお問い合わせ
などはみさと天文台まで。飛び入り
参加も大歓迎！

 信号か、ノイズか

　　（佐藤 文隆：甲南大学教授、
　　　　　みさと天文台名誉台長）

21センチ銀河電波　２

通信電波と自然電波

銀河電波の連続スペクトル成分

銀河電波

シンクロトロン放射電波

★９月の天文教室＆特別観望会
　「太陽系外周の惑星」
日時：９月17日(日)
　　　　午後７時30分から
会場：みさと天文台　月の館
講師：（天文台研究員）
申込：不要
参加費：無料
　太陽系の外周部に位置する天王
星、海王星、冥王星が見頃を迎えて
います。太陽より遠く普段見ること
の少ないこれらの惑星に注目しお話
するとともに、晴天に恵まれればこ
れらの惑星の観望も行います。
★紀美野町市民講座　第６回
　「レンズアンテナ実験」
日時：９月13日(水)
　　　　午後７時30分から
会場：紀美野町中央公民館　２Ｆ
講師：豊増伸治（天文台研究員）
問合せ：中央公民館(073-489-5915)
　レンズアンテナっていったいなん
でしょう？この聴き慣れないものに
ついてのお話とともに、実験も同時
におこないます。

　可視光の望遠鏡での天文学に次い
で出てきたのが電波天文学である。
Ｘ線天文学のようにロケットで宇宙
空間に出なくても、電波は空気を通
過して宇宙から地上に達するから受
信機やアンテナを用意すれば受信で
きるわけである。
　ところがここで「宇宙からの電波
を受信した」という確認が単純では
ない。例えばアンテナを空に向けて
受信機に入力のパワー（電力）があ
ればそれで宇宙からの信号を「受信
した」とはいえない。まずここで
「ノイズ」に目を向けなければなら
ない。ノイズとは受信機や増幅器や
アンテナなどの中で発生するパワー
である。すなわちモニターに表示さ
れるパワーは外部から本当に入った
ものと内部で混入したノイズとの合
算したものである。だからモニター
にパワーがあると出ても単にノイズ
を見ているのかもしれない。

　外からの信号入力であること確認
するにはどうするか？この確認は通
信電波のように電波を出したり切っ
たり出来る発信機を操作できるなら
単純である。電波発信のオン、オフ
がちゃんと分ればいい。この確認が
簡単に出来ないのが自然の電波であ

る。これには空気（大気）と宇宙か
らの自然電波がある。これらは、人
工発信機の場合と違って、オン、オ
フが出来ないから上の確認法は使え
ない。ノイズと信号の見分けが出来
ない。
　まず大気の発する電波がある。空
気を取っ払うわけにはいかぬからこ
の電波は除けない。ただアンテナに
指向性があれば天頂から水平方向に
アンテナ方向を変えれば源の大気量
が違うから原理的に見分けが出来
る。しかし電波アンテナは指向性が
悪いからそう簡単には実行可能では
ない。
　次に宇宙電波であるが、ここで電
波源の大きさの拡がり（視角）に注
意する必要がある。アンテナをじっ
とある方向に向けておいても、地球
の自転公転で、見ている宇宙の方向
は変化して電波源がアンテナの前を
横切れば、それは信号のオン、オフ
になる。ところがもし電波源が一様
に拡がったものだと年中入るからこ
の確認法は使えない。実はこれが
ビッグバンの背景光の場合であり、
確認が難しいので1965年まで発見
されなかった原因だった。

　電波源の拡がりが大きいとこの確
認法は難しい。電波天体のような視
角が小さいものならいいが、天の川
銀河自身が源だと大きく拡がってい
る。だから明確に時間変動を期待す
るにはよほど指向性がないとだめに

なる。現在の先端レベルで「難し
い」という話しでないが、「高度で
ない観測」をやっていく時代をナ
イーブに理解しておく必要がある。
逆に言うと、「高度でない観測」は
自然の実態をよく教えてくれるので
ある。一気に「高度」から始めたの
では学べないことが学べる。銀河電
波のかぶりから逃げづらいが、波長
を選ぶことで逃げることが出来る。
これが21cmのテーマである。

　ラジオ電波のように波長数十メー
トルの波長での銀河電波はシンクロ
トロン放射である。これは磁場の中
を高エネルギー電子が運動する時に
出る放射である。現在の科学技術の
世界でシンクロトロン放射といえば
Ｘ線のことである。日本にも西はり
まに世界一というシンクロトロン放
射を出す加速器がある（h t t p : / /
www.spring8.or.jp/ja/）。これはＸ
線による結晶構造解析に使うもの
で、以前、和歌山砒素事件での砒素
物体の構造解析で話題になった。最
近はナノテクや製薬や犯罪捜査など
に大活躍である。技術中進国をふく
め、いまはシンクロトロン放射加速
器づくりがブームである。
　いまから45年前、「シンクロ」の
勉強を電波ではじめた私にとって
は、「シンクロ」というとＸ線と決
まっている最近の世間の状況には戸
惑っている。電子のエネルギーが同
じぐらいでも磁場の強さが違うので

波長も大きく違っているのである。
銀河磁場はマイクロガウス、あるい
はSIでいえば百億分の一テスラであ
る。振動数は磁場に比例するので、
１テスラと銀河磁場では10桁波長が
違う。これだけ違うと、同じエネル
ギーの電子の出すシンクロトロン放
射の波長が１ｍの電波が0.1nmのＸ
線になるという訳である。

　シンクロ放射（と以下で縮める）
はたとえ電子が一定エネルギーでも
幅広い波長分布をするが、高エネル
ギーの銀河の電子も幅広いエネル
ギースペクトルを持つ。実際には銀
河電波のシンクロ成分は振動数の逆
ベキ分布、波長の0.6ベキに強度が
比例する連続スペクトルである。波
長が短くなると銀河電波は弱くな
る。
　一方、短い波長で卓越している放
射は空気中の分子、特に水分子によ
るミリ波、遠赤外である。この辺り
はいわゆる地球温暖化放射の尻尾部
分である。いろんな線があるがほぼ
連続スペクトルである。そして波長
が30cmの両側を考えると長波長側
では銀河のシンクロ成分、短波長側
では大気中の水分子の放射が卓越
し、30cmのあたりの波長では連続
スペクトルは「静か」である。この
静かな波長の「窓」にニョッキリと
21cmの線スペクトルがそそり立っ
ていればよく目立つことになる。

参加費参加費参加費参加費参加費　一般200円、小中高100円
主な観望天体（予定）
8/31(木)～３(日)：木星、月、他
７(木)～10(日)：木星、ベガ、他
14(木)～18(月,祝)：木星、M13、他
21(木)～24(日)：木星、M13、他
28(木)～10/1(日)：木星、M13、他

　今年は例年にないほど、海やプー
ルに行く機会があり、かなり日焼け
をしてしまいました。しばらくぶり
に会った人に「雰囲気がずいぶん違
うので驚いた」と言われることもあ
るほどです。しかし、以前にここで
書いたように大きく皮がむけること
もないので、ただ黒い人に変身しま
した。
　夏の海では見つけたウニやヒト
デ、カニなどを、虫かごに入れ、一
生懸命に子供は見ていました。今は
まだ親が捕ってあげていますが、そ
のうち自分で捕まえられるようにな
るのでしょうね。
　IAUの総会で、惑星に関する新た
な定義が提案されたのは、私たちに
とっても大きなニュースでした。マ
スコミや一般の方からの問合せもあ
り、それに対応すべく情報を集め、
理解する作業が急いで進められまし
た。編集時点ではまだ採決はされて
おりませんが、今後の動向は、気に
なるところです。どちらになっても
大丈夫なように準備を進めていきた
いと思います。　　　　　　　(Y2)



連載　今月の星空

「あなたの星」が見頃ですよ！

　友の会のみなさん、９月の宵の空には、次のＨＲ番号の会員さんの星がよく見えると考えられます。実際の位置や明るさは、ぜひ会員証と、おす
すめ時期に同封される星図をご確認下さい。なお、星を探す際は双眼鏡があると便利です。お問い合わせは、お気軽にみさと天文台まで。

速報！

木星型惑星の選手交代

　日　　　　天文現象

１（金）二百十日、上弦
６（水）天王星が衝
８（金）白露、満月、部分月食
　　　　（日本全国で見られる
　　　　　食の始まり３時５分
　　　　　食の終わり４時37分）
12（火）宇宙の日
14（木）下弦
18（月）敬老の日
20（火）秋の彼岸の入り
22（金）新月、金環日食
　　　　（日本では見られない）
23（土）秋分、秋分の日
30（土）上弦

日食・月食

7656,  7814,  8060,  8098,  8244,  8316,  8651,  8682
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 　夜更かしの可能な季節に星三昧
の生活はできたでしょうか？夏休み
が終わり普段どおりの生活が戻って
きましたので、夜空を見上げる時間
も減ってしまっているかもしれませ
んね。
　今月12日が宇宙の日だということ
を皆さんご存知ですか？母の日や父
の日に両親への感謝を再認識するよ
うに、宇宙の日には皆さんの想いを
宇宙へ馳せてみませんか。

　９月８日には部分月食が、そして
22日には（日本で見られないもの
の）金環日食が起きます。そこで今
月は日食と月食について少しお話し
しましょう。
　日食や月食は、太陽と地球と月が
（下図のように）一直線にならぶこ
とで起きる、としばしば説明されま
す。太陽と地球の間に月が入れば日
食となり、太陽と地球の延長上に月
がくれば月食になるのです。
　もしそうだとしたら、新月や満月
のときには、いつも（毎月）、日食
や月食が起きるはずです。しかし、
日食や月食はたまにしか起きませ
ん。なぜでしょう？

道面が重なっている部分に両天体が
ともにやってきたとき、日食や月食
が起きるのです。
　新月や満月のたびに日食や月食が
起きないのは、月の軌道が地球の軌
道面に対して傾いているからなので
す。

　この夏は木星が観望会の主役を勤
めていましたので、観望会で木星の
姿をごらんになった方も多いことで
しょう。
　さて、９月５日に天王星が衝、８
月11日に海王星が衝となっており、
太陽系外周部の惑星たちが見ごろを
向かえるようになりました。
　この二つはともに木星型惑星の仲
間で、地球に比べると大きな天体で
すが、とても遠くにあるため、木星
や土星ほどには夜空の中で明るく見
えることはありません。この秋は、
普段あまり見ることの無い天体を望
遠鏡でじっくり鑑賞できるチャンス
です。ぜひ、天文台へ足をお運びく
ださい。

　国際天文学連合（IAU）の第26回
目の総会が８月14日から26日まで
の期間でチェコの首都プラハで行わ
れていました。この総会で、「惑
星」についての新しい定義が提案さ
れたことは、皆さんもニュースなど
でお知りになったことでしょう。
　国際天文学連合が行う総会は天文
業界における世界的なさまざまな取
り決めを決議する機会になってい
て、恒星、惑星、小惑星、その他の
天体に対する命名を行うことがあり
ます。たとえば、夜空に見える星座
が全部で88個、であるということを
決定したのもIAUなのです。

太陽と地球と月の様子を極の方向から
見た図（上）とそこから90度動いて地
球の軌道面上から見た図（下）

　先ほどの太陽と地球と月の並びを
横から眺めてみましょう。たとえ
ば、このように月の軌道（月が地球
を回る時の通り道）が地球の軌道
（地球が太陽を回るときの通り道）
に対して傾いていたとすると、太陽
と地球と月が一直線に並びませんの
で、日食や月食は起きません。
　実際に月の軌道は、太陽に対して
固定されているわけではありませ
ん。ちょうど地球の軌道面と月の軌

左上と同様の図だが、横から見た時の
（下図）月の軌道面の向きが異なり、
月が太陽と一直線になっている

　今回の提案は、冥王星に匹敵する
ような大きな天体（第十惑星と呼ば
れることもある天体）が最近続々と
発見されてきている流れをうけ、こ
れまで不明確であった惑星の定義を
行うためのものです。２年前から検
討が始められ、現総会で８月16日
に提案されたこの提案は、総会の期
間中に議論され、８月24日に決議
されます。
　執筆は８月17日ですので、提案
のみで採決はされておりません。も
し提案が採択されたら、惑星の数は
現在の９個から12個へと増えるこ
とになります。惑星の定義や増える
ことになる惑星についての詳細は、
提案が採択された後、別の機会に紹
介したいと思います。
　　　　　　　　　（矢動丸 泰）

月

月

地球

地球

提案が採択されるとこのように12の惑星となる
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天王星
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火星

地球

金星
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太陽

冥王星

新惑星 新惑星
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天文台イベント祭り
飛べ飛べ☆流せ流せ

 作って飛ばそう

流せ！きみの流星麺!!

　夏休みに入って、天文台も毎日
が大変にぎやかです。自由研究の
題材探しなどで好奇心旺盛な子供
たちや、近くの山や川でキャンプ
を楽しむご家族の団体さんもよく
遊びに来てくれます。そんな中、
天文台はまさにイベント祭りでし
た。7月30日には「工作教室」、8
月5日には「流しそうめん」。みん

な絵日記書いてくれたかな？

　今回の佐古先生の工作教室は、
「天文台といえば星→星といえば空
→空といえば鳥→鳥といえば飛ぶ→
飛ぶといえば飛行機」と天文台から
発想を広げ、飛行機をみんなで作る
ことになりました。飛行機といえば
紙飛行機を作った経験は皆さんある と思います。三角飛行機やイカ飛

行機をはじめ、ニワウルシやリン
ググライダーやピークなどまった
く見たことのない飛行機の登場
に、子供たちよりもお父さんお母
さんの方が童心に返ってはしゃい
でいたように思います。作った後
は的当てゲームなどで飛ばしっこ

大会を行いました。

ニワウルシ
イカ飛行機

～大人気～

～♪

　天文台で流しそうめん、その名
も「きみの流星麺」!
　この日は朝から地元の有志の
方々やボランティアの方々で竹の
コースを作ったり、テントを張っ
たりの大イベントとなりました。
今回は竹細工体験や、毎年長くな
る （らしい？）そうめんコースに
加え、「宇宙人ワンコソウメン」
まで登場しました。直径2mのア
クリル製の透明半球をお椀に見立
て、それに長い竹のさい箸を添え

たものです。このさい箸を使って実
際にそうめんすくいに挑戦していた
だきましたが、これがまた難しいん
です。

　さて、今回の流しそうめんの
キャッチフレーズは「流星麺」で
す。流星群は流れ星がたくさん流
れますが、流星麺ではそうめんが

たくさん流れます。みなさん
おなかいっぱいこの流星麺と
納涼を楽しみました。

竹細工でお箸とお椀を作りましょう♪

上手くすくえるかな～？

↑宇宙ワンコソウメンに挑戦！

←さすが玄人は一味違います!!
　竹組み、仕掛けはおまかせあれ。

（山口　卓也）そうめんを
　　お腹一杯！
　　　　夢一杯！！

↑大人も子供も
　　　　みんなでワイワイ工作教室♪
　どんな飛行機ができたかな？

↑「良く飛ぶ飛行機にするにはど　
　　うしたらいいんだろう…」

←飛行機に夢を託して～

26日：中野上小５年
29日：浜田野球チーム
　　　和歌山念法協会子供会
　　　岩出柔伸会
８月
２日：向陽中
５日：ボーイスカウト
　　　　 藤井寺第四団ビーバー隊
　　　永田少女バレーボールクラブ
９日：社会教育指導主事講習会
　　　紀美野町理科教諭研修会
12日：伊都空手道クラブ
13日：後藤さま

７月
26日：関西テレビ
　　　「GO!GO!ガリバーくん」
８月
４日：ＮＨＫ「いこら告知板」
15日：KANSAI１週間

出来事

団体・出張講演

マスコミ

７月
17日：海の日
22日：わかちゃんまつり
30日：天文教室（飛行機、佐古）
31日：旧暦七夕
８月
４日：流しそうめん用竹切り
５日：流しそうめんイベント
　　　「流せ！きみの流星めん」
８日：立秋
９日：紀美野町講座
　　　（夏の星座、小澤）
12日：流星群特別観望会
13日：天文教室
　　　（ペルセ群、豊増）

７月
22日：YMCA和歌山

　４月から始めた紀美野町講座。初
の担当でした。８月９日（水）に夏
の星座と題して、星座や星の紹介、
また星を見るためのコツなどをお話
させて頂きました。
　日頃、天文台の観望会等でも感じ
ていることですが、人に話を伝える
ことの難しさを、改めて感じまし
た。
　上にご紹介した絵は、今回の講演
で使用した画像の１つです。これ
は、アナログ時計（針時計）と太陽
を使って、方角を知る方法で、アウ

トドアを好んで楽しまれる方には、
良く知られた方法です。この説明を
するために、上の絵を用意しまし
た。実際は立体的になる図表を、こ
こでは平面に描いたため、誤解を与
えてしまい、分かりずらかったよう
です。
　言葉の表現も図表による表現も、
一朝一夕にはならないことを常々思
い知らされています。これからもた
くさんの人に分かりやすく宇宙を、
天体を伝えていければと思います。

（小澤　友彦）

「アナログ時計（針時計）
と太陽から方角を知る」
１．文字盤を水平に置く。
２．短針を太陽の方に向け
　　る。
３．12時の文字盤と短針と
　　の真ん中の方角が、
　　南を指す。


